























































































西山 (1993)は、日本語の INP1のNP2j において INP2j を主要語、 NP1を(広義の)修飾語

















(7)The lawyer in this town 
この町に住んでいる弁護士
(8)The lawyer of this town 
この町を弁護する専属の顧問弁護士




詞句」とし、う概念を多く採用し、 IN1のN2j の「のj に対する韓国語の I~j の現れ方を説






まり、名詞句だけに絞込みたい。また、 「のJや f91 Jが現れない複合名詞については本稿
では取り上げない。
また、韓国語の「叫」は「所有主一非所有主」、 「親族関係」、 「全体一部分Jの意味関係
では f91 Jがほとんど介入されない、この事は0]Q.j骨・柑暗 (1999) をはじめ、多くの学者
によって検証されてきた。(白 峰子2004、せ壱尋・守守司2005)





































(12) "-' (13)の例文は「のJに対応し、必ず f91 Jが介入しなければならない例文である。












































(15) 、 (16) では「のJ に対応する r~J は随意的であり、 N1 と N2の関係の意味に影響しな
し、。
また、 N2を「子Jではなく、 「友達」や「先生」に変えると、




a. ?壮スト 当 ~À~~ 
b. すスト o ~À~~ 
このようになり、この例文も (14) の場合と同じく、 (17) b、 (18) bは「性別が男であ
る友達」、 「性別が男性である先生」という一般的解釈であるが、 「判Jが介入されること









そのため、 N1に「男」、 N2に他の性質の名調が現れても、 N2の性質が何であろうが
「男である N2J になる。つまり、 N1とN2の意味関係は確実に緊密な関係であると言える。
したがって、その意味関係が緊密な場合は「叫」が不介入するのが自然である。
言い換えると、 「すスト oい1J rすスト若子J rすスト但À~~J は他の意味を持つことができ
なく、 「性別が男である子供J r性別が男である友達または彼氏J r性別が男である先生」
の意味になる。
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(14b -) f男 c 子」
「すストc 0ト01J
(17b -) f男 c 友達」
「すスト仁 若干」
(18b -) f男 c 先生J
「甘ストc 祖母¥:lJ
ように表すことができる。 fN2J が中心語になり、 fN1J は fN2J の限定的用法であると言
える。
一方、 「すスト9l 0い1男の子供J、 「すスト司若干 男の友達J、 「すスト9l ~λ~ \:l 男の先
生」は介入されないのが最も自然的である f9l Jが挿入されることで所有関係を成し、 「男
の子どもJ f男の友達J f男の先生J ように fN1J が中心語になり、 「男」と何らの関係、
つまり本稿で定義した「何らかの所有関係を成すJと言えるような意味を持つことになる。
(14a -) f男 コ子」
「すスト 9l 0い1J 
(17a -) f男 コ友達」
「すスト 9l若干」
(18a -) f男 コ先生J
「すスト斗位Å~¥:l J 
ように表すことができる。この場合は fNlJが中心語になり、 fN2J が fNIJ との関係を表
すことになる。
他に fN2J にどんな性質の名詞に変えて考えても同じである。また、 「男」と同じ性質の性
別名詞である「女」を fNlJに入れ替えても同じである。
さらに、 fN1のN2J の意味関係を召 (1990)の論理に従って考えても、閉じ結論である。(l
4b)を fN1J の「男j を中心語とし、 fN1の属性を持つN2J として解釈できる。この場合は
「司」が生起しない。つまり、性別が「男」である友達、性別が「男」である子供、性別が
「男Jである先生、性別が「男j である学生の解釈が最も正しい。
しかし、 fNIJ と fN2J の聞に f9l Jが介入すれば、 fNIJが fN2J と何らかの関係であ
るまたは、所有している fN2J という解釈になる。 f9l Jが生起することで中心語が fNIJ
から fN2J に変わり、 fN2J の意味を限定する役割になるからである。
以上、所有関係をなす場合はよく省略されるという理論に反する例をあげて説明した。
その中で「男」という名詞を中心に考察を加えた。 f男」という名詞はそれ以上ほかに意味
を持つことができない「飽和名詞」である。 NlとN2の意味関係が緊密になるので f9l Jは


















「今 中J f号 甲」は何を表すのか意味的に不十分な名詞である。ゆえに、パラミターの
設定を必要とする名調である。 fN1J は fN2J の意味の追加説明・意味的限定を担っている。














(21) は、 「自分が所有している戸籍j 、 「自分の名前がのせられている戸籍」という意
味になり、 「のJと「司Jを所有関係「スト位コ主司 自身コ戸籍」として考えるのが最も自然
的であると思われる。しかし、 fN1J と fN2J が所有関係であるにも関わらず「司」が不介





























(22) と (23) は、 「判」の介入、不介入ともに自然な文になる。つまり、 「戸籍豆有 J






















(24) と (25) の例文は、 Nlが人間名調の一つである「自身Jである時は同じ所有の意味
関係であるが、 r~j が不介入すると非文になる。これはつまり、 (19) '" (20) の rN2j
である「今 中j r吾 甲JはN2だけでは何を表すのかを十分に説明できないことである。
これらは西山(西山 1993)の定義によると非飽和名詞としてパラミターの設定を必要とし
ている名詞類である。これは rNljがパラミターとしての役割を果たしていることになり、
rNlj が rN2j の意味の完全性を補助するので必ず必要である。しかし、 (14)で述べたよう
に rN1jと rN2j の関係が緊密であれば、 r~j は省略されやすい。その面では (21)の例は
違う側面を持つ。 (21)の rN2j である「主司 戸籍jも rNlj を必要とする非飽和名詞と考
えられる。そこで、 rNlJに「主弓 戸籍」というものを持つことができる人間名詞に変え
たものが (22) と (23) である。その意味関係、が緊密であるから r~j は省略されても、生起し
ても意味には変わりがない。
しかし、 rNlj に同じ人間名詞である「ストミl 自身」になると、 r~j は省略できない。
「斗Jが不介入すると、 rNlJと rN2j の意味的繋がりがなくなる。 (24)のように rN2jに
飽和名詞である「魂 本」、 (25)のように非飽和名調である「社司 感情」に変えて考えて
も「司Jは省略できない。韓国語で「ストゼ」という名詞はその中にすでに「所有」の意味を
含まれており、 rN2j にどんな性質の名詞と生起しても「所有」の関係しか持つことができ













従来までは、 01Q.j廿・神坐 (1999) などの述べた、必ず介入する場合と必ず介入しない場




また、 rNlJと rN2j の性質を究明することにおいて西山 (1993)の「飽和名調と非飽和名
詞Jとし、う理論と意味的パラミター設定という概念を用いた。
rNlj を中心に rN2jが飽和名調であれば rNlj と rN2j の関係がさほど近いとは断定で
きないので「判Jは介入することでその意味関係を明らかにする場合が多い。 r司」は rN
lj が rN2j を修飾する意で持つ。しかし、 rNlj を中心に rN2j が非飽和名詞であれば、
rN2j は rNlj を必ず必要とし、その関係、は極めて近いと言える。その時は「斗Jが介入さ
れないないし省略される場合が多く、この時省略される r~j はNlがN2の意味的限定の役




121 jは格助詞としての「の」と意味的役割は同じであると言えるものの、 IN1jや IN
2j の意味性質によって役割や現れ方に影響を受ける面においては違う特徴を持っている。
つまり、 「の」は複合名調を除いて名詞と名詞の聞に必ず出現し、様々な意味役割を担って




「の」と「斗」の省略現象に関する豊富な例や、 IN1j と IN2j に新たな修飾語が付け加
われた場合の「の」と「斗」の対応関係については次回の課題にしておきたい。
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